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当事者研究 当事者研究は、同じ苦労をもつ仲間と語り合うことを通じ、自身の困難

に対処する取り組みの総称である 1,2。安全性を確保された場で、自分を語り経験を分

かち合うことで、仲間や社会とのつながりを「回復」し、研究という共同行為の形を

とることで、新しい知識を「発見」する。困難を研究の対象として、言語化すること

で問題そのものは解決されなくても、解消される効果があるといわれており、研究を

通じ対処の方法を検討するものの、必ずしも問題の解決を目的とはしない。 

 当事者研究にはいくつかの理念が提案されている 3。分かち合いは、自分がもつ困難

の経験を表現し、それに対する他者の応答を受け取ることを通じて可能になる。分か

ち合いは、これを経て初めて、問題の分析や対処の検討等の問題解決のための研究プ

ロセスが始まる、当事者研究における重要な要素であるといえる。分かち合いには、

似た経験をもつ当事者による経験の共有以外にも、当事者個人の経験を他者が理解す

ることも含まれる。例えば、ベてるの家では、人とこと（問題）を分け，困難に自己

病名をつけて発表するという、問題の外在化を分かち合いとしている 4。分かち合いが

成立した段階で、人とのつながりが生まれ、当事者の孤独の解消につながることもあ

り、分かち合うこと自体が目的とされる場合も多い。  

当事者研究の研究 多くの言語はマジョリティによって作られているが、マイノリテ

ィが自身を語る場合、困難を表現する語彙が存在しないことが多い。困難の経験を表

す言葉を参加者で共同して検討する。べてるの家の理念「自分自身で、共に」にある

ように、当事者研究においては共同性が本質的である。当事者研究では、共同的に言

葉を立ち上げていくことを研究の方法論として取り入れている 5。当事者研究の実践は、

自らの病気・症状について語り合う場をつくり、人とのつながりを回復する機能をも

つため、一般的な治療や科学研究にインパクトを与えることも期待されている。しか

し、なぜ治療を目的としない当事者研究のアプローチが上手くいくのかは明らかにさ

れていない。この発表では、当事者研究のしくみの理解や、今後のさらなる活用に向

けて、心理学、生物学などの他の学問領域における知識との関係を検討する。分かち

合いを始め、当事者研究で採用されている理念の機能についての考察を行いたい。 

当事者研究と共感 今回の発表では分かち合いを担うしくみとして、共感（empathy）

の概念に注目する。分かち合いは人とのつながりを回復させる作用があることから、

自身の感情の変化とともに、他者との相互作用も重要な役割があると考えられる。共

感は多くの学問分野で扱われ、さまざまな用語が使われている状況であるが 6、他者の

感情を観察し、自分の感情を制御するといったように、すべて人間同士の相互作用の

なかで生じるという点は共通している 7。共同創造（co-production）、参加型デザイン



（participatory design）、インクルーシブデザインなど、ユーザーが設計に参加する

他のアプローチにおいて共感が重視されていることからも、当事者研究と共感の関係

を検討することは有用であると考えた。 

 当事者研究のプロセスにおける共感の役割について考察する。共感は、現象の性質

に応じていくつかの種類に分類されている。最もよく用いられる機能分類は、身体の

生理学的および感情の変化を説明する情動的共感（emotional empathy）と、共感を

推論するしくみを説明する認知的共感（cognitive empathy）である。分かち合いにつ

いて、発見的側面では認知的共感が、回復的側面では認知的共感と情動的共感の両方

が関与すると思われる。認知的共感については、他者の感情を推定する能力として、

心の理論やメンタライジングという用語も使われている 8。心理学の研究により、2 つ

の機能を区別して評価する実験系が考案され、神経科学分野の研究により、この 2 つ

の機能が生体内で異なる領域の活動と対応することが分かっている 7。また、共同行為

が共感やメンタライジングに影響を与えることが報告されているが、研究という共同

行為が分かち合いに与える効果についても検討する。生物学的な実体は明らかではな

いが、集団的な認知状態を説明する社会的認知の関与についても考察する。 
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